
1 

 

アサヒグループホールディングス株式会社 

2026 年 12 月期第 2 四半期 決算説明会 説明概要① 

 

日時： 2026 年 8 月 17 日 (月) 13：00～14：30 

当社登壇者： 取締役 兼 代表執行役社長 Group Chief Executive Officer 勝木 敦志 

 

◆挨拶  

• 昨年９月に発生したシステム障害の影響により決算開示が遅延しておりましたが、先週の

8 月 14 日に、2026 年の第 1 四半期および第 2 四半期決算を開示し、ほぼ例年通りの決算

発表スケジュールに戻すことができました。 

 

• 改めて、これまでの遅延に対してお詫びを申し上げるとともに、開示までの間、ご理解と

ご支援を賜りましたことに、心より感謝申し上げます。 

 

• 私からは上期の総括と今後の方針についてご説明いたします。 

 

◆エグゼクティブ・サマリー （P1） 

• 先ず、上半期の総括として、事業利益はシステム障害の影響が残った日本・東アジアの減

収に加え、欧州およびアジアパシフィックの需要減少が継続したことなどにより、為替一

定ベースで前年比 8.5％の減益となりました。 

 

• しかしながら、主に日本・東アジアにおいて、固定費全般を抑制したことなどにより、  

グループ全体では計画を上回る進捗となりました。 

 

• 日本においては、事業毎に進捗の差はあるものの、システム障害からの復旧・復興に向け

た販売間口の回復を進めたことに加えて、全地域でグローバルブランドや BAC の拡大と

いった成長戦略を着実に推進しました。 

 

• 今後の方針としましては、業績についてはリージョンごとの進捗に強弱があり、また、下

期にはマーケティング投資の強化や中東情勢に伴うコストアップなども見込まれますが、

現時点では年間計画を据え置き、グループ全体でその達成を目指してまいります。 

 

• 特に、日本では、酒税改正を好機と捉えたビールカテゴリーを強化することに加え、欧州

およびアジアパシフィックにおけるプレミアム化への投資継続や、グループ全体で収益構

造改革を推進していくことにより、来期以降の利益成長の軌道を更に高めていきます。 
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• また、東アフリカ事業クロージング完了後の PMI を迅速に実行するとともに、財務健全

性の確保を前提としながら、主要指標のガイドライン達成に向けた施策を着実に実行して

まいります。 

 

◆プレミアム戦略の進捗 （P2） 

• 上段に記載しているビール類とビールテイスト飲料カテゴリー合計の上半期の実績は、販

売数量では 3 地域合計で前年比 2.6％の減少となった一方、単価は 2.5％の上昇と上昇基

調を継続しています。 

 

• また、下段に記載するグローバルブランドの販売数量は、『スーパードライ』が前年比 31％

増、『Peroni Nastro Azzurro』が７％増となり、第１四半期を更に上回るペースで成長し

ています。詳細は次のページでご説明いたします。 

 

• 一方、BAC の販売数量は、日本のシステム障害の影響により、グループ全体では 1％の減

少となりました。但し、第 2 四半期単体では、商品間口が回復した日本を含め、全てのリ

ージョンで成長し、グループ全体では前年比 6％の増加となるなど、成長モメンタムは回

復しています。 

 

• いずれの地域も厳しい市場環境が続いておりますが、今後も各リージョンでの競争優位性

を活かした適切な価格戦略に加えて、 グローバルブランドや BAC の拡大に注力すること

で、プレミアム戦略の持続性を高めてまいります。 

 

◆グローバルブランド （P3） 

• 上半期の実績としては、『Asahi Super Dry』は、販促強化などによる中国での力強い成

長に加え、韓国や UK でも販売を伸ばしたことで、大幅な成長を実現しています。 

 

• また、『Peroni Nastro Azzurro』は、UK での成長に加えて、ドイツやハンガリーなどで

も伸長しています。 

 

• 両ブランドともに、本年は新たに設定したコアメッセージのもと、グローバルで一貫した

ブランドコミュニケーションを展開しています。引き続き、パートナーシップを活用した

マーケティング活動なども推進し、グローバルブランドとしての確固たるプレゼンスを確

立し、中期的な利益成長の柱を育成してまいります。 
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◆日本・東アジア （P4-5） 

• 上半期の総括としては、先程も触れましたように、システム障害の影響が残り減益とはな

りましたが、広告販促費など固定費全般の抑制により計画を上回る進捗となりました。 

 

• 各事業において、売上回復に向けた広告販売施策や、価格改定も含め、商品・容器ミック

スの改善などを推進しました。 

 

• 次のページには、主な取り組みを掲載しておりますが、酒類ではビール回帰の流れを捉え

ながら、『スーパードライ』における「冷え」の訴求強化に加え、『アサヒ生ビール 生ジ

ョッキ缶』や『Peroni Nastro Azzurro』など商品ラインアップを強化することなどにより、

ビール回帰の流れを加速しています。 

 

• 加えて、『アサヒゼロ』や『未来のレモンサワー』などの高付加価値商品の拡大に注力し、

引き続き BAC カテゴリーの強化を図っております。 

 

• 今後の方針としては、酒税改正等の機会を捉えた広告販促投資は継続しつつも、各種効率

化などにより中東情勢に伴うコストアップを吸収し、年間計画の着実な達成を目指します。 

 

• その上で、2027 年には 2024 年を上回る利益水準を実現し、更なる利益成長軌道への回帰

を力強く推進してまいります。 

 

◆欧州：総括と方針 （P6） 

• 上半期の総括としては、主にポーランドやルーマニアにおける需要減少と各種コストアッ

プの影響により減益となり、計画を下回る進捗となりました。 

 

• 一方で、プレミアム戦略の継続により、トータルの単価は前年比 3%程度上昇したことに

加え、コストアップを抑制すべく更なる収益構造改革を推進しました。 

 

• 今後につきましては、最盛期に向けた需要活性化策の取り組みに加え、収益構造改革を更

に加速することで、年間利益の計画達成を目指してまいります。 

 

• また、足元でも好調に推移するグローバルブランドやビールテイスト飲料への投資を継続

することで、中長期的な成長基盤の強化を進めていきます。 
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◆欧州：主要トピックス （P7） 

• 左上のグラフでお示しする通り、ポーランドでは昨年下期からのブランド投資の強化など

により、需要が弱含む中でも、販売数量シェアの回復は継続しております。 

 

• 今後も、事業基盤の維持に向けた一定の投資を継続するとともに、ビールテイスト飲料な

どの強化と併せて、段階的にプレミアム化への回帰を進めていく方針です。 

 

• また、右上には、ルーマニアの CPI とビール市場の数量推移グラフを掲載しています。ル

ーマニアでは、過去の大幅なコストインフレ局面から市場は回復に向かっていましたが、

昨年 8 月の物品税引き上げに加え、エネルギー補助の撤廃などにより、足元の CPI は 10％

を超える水準に達しており、ビール市場にもマイナスの影響が出ています。 

 

• 但し、グラフがお示ししている通り、ルーマニアはボラティリティが高い市場であり、当

社では、CPI の落ち着きを見据えながら、メインストリームブランドやビールテイスト飲

料の強化などを通じて競争優位性の維持・向上に取り組んでまいります。 

 

◆アジアパシフィック：総括と方針 （P8） 

• 上半期の総括としては、オセアニアにおける厳しい消費環境の影響を受け、ミックスが想

定を下回ったことなどから前年並みの利益水準となり、計画を下回る進捗となりました。 

 

• 但し、コンテンポラリー・ビールや RTD、エナジードリンクなど、持続的な利益成長の柱

となる成長領域でのブランド育成は継続しています。 

 

• 今後につきましては、適切な価格戦略を実行していくとともに、収益構造改革を更に推進

することで挽回を図り、年間利益の計画達成を目指してまいります。 

 

• また、成長カテゴリーへの投資を継続することで、マルチビバレッジ戦略に基づくブラン

ド育成を加速し、競争優位性を更に高めてまいります。 

 

◆アジアパシフィック：主要トピックス （P9） 

• 昨年第 3 四半期以降は、消費環境が厳しい中で単価上昇は限定的ですが、販売数量は前年

水準を上回る傾向となっています。 

 

• その原動力は、『Great Northern』や『Carlton Dry』を中心としたコンテンポラリー・ビ

ールに加え、『Hard Rated』をはじめとする RTD も、1 桁台半ばの成長となり、好調が

持続しております。 
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• 厳しい時期ではありますが、消費環境の改善に向かう局面では、オセアニア地域での高い

競争優位性を活かせるよう、成長カテゴリーへの投資を継続してまいります。 

 

◆＜参考＞EABL 社の業績概況 （P10） 

• 参考情報として、8 月 6 日に開示された EABL 社の 2026 年 6 月期通期の業績概況を記載

しています。 

 

• クロージング前であることから、当社から詳細なご説明は差し控えさせていただきますが、

通期の業績は、上期の好調を更に上回り、販売数量は前年比 13％増、売上収益も 13％増、

EBIT は 27％増となるなど、大変好調な業績が公表されています。 

 

• 下半期中のクロージング後には、PMI を迅速に実行し、来期以降の本格的な業績拡大につ

なげると共に、成長市場を取り込んだ当社の成長戦略を更に前進させてまいります。 

 

◆最後に  

• 株価につきましては、７月の通期決算の発表以降、ディフェンシブ銘柄への資金回帰もあ

り、一定の回復を見せております。 

 

• 但し、バリュエーションは未だ低水準で推移しており、その回復は経営の最優先課題であ

ると認識しています。ようやく、決算発表はほぼ通常通りのスケジュールに戻すことがで

きました。 

 

• 今後は、７月の説明会でもご説明しましたように、2030 年のガイドライン達成に向け、

成長戦略や資本政策のロードマップを示しながら、実績を積み上げていくことで、計画へ

の信頼を高めていく方針です。 

 

• 引き続き、皆様との対話を深め、株価の力強い回復に努めてまいりますので、ご支援をよ

ろしくお願いいたします。ご清聴ありがとうございました。 

 

以 上 


